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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜利用者様情報＞

・繁名　和恵様～朝、活気のない声で「胃が痙攣して、痛いので休みます。」と電話がある。昨日処方になった薬は内服出来ているとの事。食事・水分は摂れており、発熱等はないと話す。グループホーム世話人へも症状は伝えたと事。温かく消化の良い、粥などを食べるように促すと「わかりました。」と話し、デイケア欠席となる。

・二川目健治様～統合失調症で当院入院中の方で、本日見学希望があり、デイケア見学を実施。スタッフの説明を静かに聞いており、確認したいことは自分から確認する事が出来ている。今後として、「デイケアで就労支援に参加しながら仕事を探していきたい」と希望。11/4（水）に体験利用実施予定としている。

・寺沢　彩　様～昨日日赤病院受診し、採血を行い、重症筋無力症の抗体値を調べたとの事。抗体値が下がっていれば、重症筋無力症の可能性が高いと説明があり、11月13日に日赤病院へ入院予定との事。在宅での内服治療では、体調を崩す事もある為入院が望ましく、入院期間は2週間から3週間程度。抗体を血液から取り出す方法では入院期間は1ヶ月程度と説明を受けたと話す。家族と話し合い、後者の方法を検討しているが「孤独が怖い。昼夜逆転になるのも嫌だ。」と不安を言う。不安等あれば、デイケアスタッフへ電話相談しても良いこと伝えると表情和らいでいる。その後は、表情良くプログラムへ参加し、他者交流も適度にある。不安に対して、話を傾聴し解決ができるよう助言をしていく。

・吉田キクエ様～一昨日から左脇腹の疼痛があるとの事で湿布を貼布している。本日のデイナイトケアでは、｢動けば痛い｣と話されている。レクリエーションのカーリングでは、立ち上がる際に苦痛の表情をうかべている。今後も経過観察とする。

・馬渡　武光様～10/20のトイレで尻もちをついてから、腰痛あり。本日の運動プログラムは、椅子に座って不参加であった。今後も腰痛の経過観察をしていく。

＜外来情報>

・北村　奈美様～ネリザ軟膏が次回予約まで足りないとの事で、本日来院され、１０回分処方されている。

・駒木　洋士様～前回の採血結果報告されている。軽度肝酵素上昇している事伝えている。バルプロ酸ナトリウム血中濃度は74.5ＭＣＧとなっている。

・田名部　一樹様～中村　与一郎様との事に関しては何も話す事はなく、ＴＧを下げたいので体を動かしていた事、Ｆｅのサプリメントを飲んでいる事等話している。待合室でも別々で待っている。

・中村　与一郎様～田名部　一樹様との事に関しては何も話す事なく、南郷で農作業した事を話している。前回の採血結果伝え、脂質異常、軽度肝酵素上昇している事伝えている。

・五日市　規様～右目にものもらい？様のできものあり、本人希望にてレボフロキサシン点眼液１本処方している。

・古舘　正行様～夕方の独語、落ち着きの無さは継続されているが、他者トラブルはなく経過されている。体重減少する事も見られていない。

・津嶋　イチ子様～１６日に他入所者様と口論になる事があり、スタッフの介入要する事があったとの事。暴力行為はなく以後は落ち着いて経過されている。

・鈴木　真知子様～血圧が180～190台と高値となる事があったとの事で主治医へ報告している。内服は処方せず経過観察する事としている。トイレットペーパーを陰部に挟む行為は続いており、女性スタッフがいると注意される為、男性スタッフのいる時にのみやっているとの事。フルボキサミンの効果はないようなので内服中止としている。
